

































































































































































shingi2/0000148750.html＞（最終閲覧日2019年 5 月 6 日） 1 頁、20─23頁。この調
査結果を踏まえた上で検討すべき課題を取りまとめたものとして、新たな社会的養





































（最終閲覧日2019年 5 月 6 日）参照。
（13）　法制審議会特別養子制度部会「『特別養子制度の見直しに関する要綱案』（平成
31年 1 月29日）」＜http://www.moj.go.jp/shingi1/shingi04900397.html＞（最終閲覧





























応 件 数」（2018 年 8 月 30 日） ＜h t t p s : / / www .mh lw . g o . j p / s t f /
houdou/0000173365_00001.html＞（最終閲覧日2019年 5 月 6 日）参照。
（15）　他児養育制度として括られる里親制度と養子制度の差異について分析したもの
として、鈴木博人「他児養育制度としての里親制度の特色─養子制度との比較も視











































































京都目黒区の結愛ちゃん（当時 5歳）虐待死事件、2019年 1 月に起きた千葉県野田
市の心愛ちゃん（当時10歳）虐待死事件が記憶に新しい。









































































































者 1 人につき13組）、2007年：8,914人（養子となる者 1 人につき10組）、2017年：






























































































































































組 斡 旋 実 務 全 般 に 関 す る も の で あ る（Bundesarbeitsgemeinschaft
Landesjugendämter,EmpfehlungenzurAdoptionsvermittlung7.,neubearbeitete
Fassung,2014）。もう一つが、親の同意補充への対応に特化したものである
（ErgebnisseundMater ia l iene inerArbeitsgruppedesüberregionalen












意（EinwilligungderEltern）を要する（BGB1747条 1 項 1 文）。親の同意は、
子の出生から 8週間を経過したときから取得できる（同条 2項 1 文）。親の
同意を取得する際には、養子となる者に相応しい養親候補者がすでに存在


































1 文、類型 1）、②当該申立てが却下されたとき（同条 4 項 1 文、類型 2）、
または③同意の効力が発生して（つまりは家庭裁判所に到達して）から養子










組への同意を以って停止する（BGB1751条 1 項 1 文）が、婚外子の父が共






















こともない場合には、子の出生前に得ることができる（BGB1747条 3 項 1
号）。婚外子の父が配慮権移譲の申立てを行った場合（BGB1626a 条 2 項ま
たは BGB1671条 2 項）には、かかる決定の後に養子縁組手続は停止する
（BGB1747条 3 項 3 号）。なお、配慮権移譲の申立ては、放棄することもで












（BGB1600d 条 1 項）。父性を請求する者と子との間の父子関係が認められ
（53）　Ebenda,S.80.
（54）　Ebenda,S.81.







































































特別養子縁組における実親の位置付けと縁組同意に関する考察（1）（喜友名）　　219218　　早法 95 巻 1 号（2019）
第三項　同意が補充される場合
　親が養子縁組に同意しない場合には、家庭裁判所によって同意が補充さ
































































































て手続喚起を行い（SGBⅧ 8 a 条 2 項 1 文）、家庭裁判所の決定により介入的処置
がとられる（BGB1666条 3 項）。介入的処置のうち、親子分離の処置は他の方法で







































































































の同意を手がかりにして─」法学新報104巻 8 ・ 9 号（1998年）403─417頁参照。

















































































































BGB1747a 条 3 項・現行の1748条 3 項）は、帰責性のない親の行状に対して同意補

















































































































































組に同意する必要があり、これには公正証書を要する（BGB1746条 1 項 3
文、1750条 1 項 1 文）。加えて、法定代理人の同意（Zustimmung）も必要と







































め、親は当事者に該当し（FamFG188条 1 項 1 号 b）、養子縁組手続につい
て知らされている必要がある。
　親が養子縁組に関与しない場合については、次の二つに大別される。一











特別養子縁組における実親の位置付けと縁組同意に関する考察（1）（喜友名）　　235234　　早法 95 巻 1 号（2019）
同条 4 項により親の一方の同意が不要となる場合である。なお、









































































































































































































































































































養 子 縁 組 斡 旋 所
（FamFG189条によ
る専門的意見の提
出）
家庭裁判所が要請
したとき
養親となる者との
協力のもと
